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・p.56 右段上から13行目：保存会会員は34 ～ 35
名だが
→現在の会員は40名。男20名，女20名。出演人数
は30名位が平均。
・p.56 右段上から22行目：大浜マリンセンター
→前浜マリンセンター。
・p.56 右段上から26行目：ご祝儀等もなしであ
る。
→あえて出演料は請求していないが，ご祝儀は頂
戴している。
・p.57 左段上から20行目：会には，年間20本を
超える公演以来があるとのこと。
→出演依頼は，結婚披露宴，神社祭典，新築時の
こけら落とし，公の機関で遠方からの来客をも
てなす時など，所謂気づけしたいというような
イベント時にも度々要請がある。
４-１．尾崎郷和会（調査記録Ⅱ）4）
・p.54 左側上から２行目：松岩尾崎地区
→面瀬尾崎地区
・p.54 左側上から４行目：尾崎修也氏→尾形修
也氏
・p.54 左側上から６行目：89世帯304名
→99世帯304名
・p.54 左側上から７行目：大半
→全ての住宅
・p.54 左側上から19行目：明治時代に成立
→尾崎郷和会は昭和22年に設立。保存会は明治時
代に設立。
・p.54 左側下から６行目：会費は一戸あたり
一万円
→郷和会の自治会費は年額一戸一万円。
・p.54 左側下から３行目：昨年（2011年）
→1982年（昭和57年）（聞き取りでは平成３年と
のこと）。
・p.54 右側上から９行目：ヤーヤオイヤ　ヤー
ヤドドセイ　ヤーヤサササイ
→表１を参照。
・p.54 右側下から11行目：1988年以降
→1982年以降
・p.54 右側下から10行目：12年ぶりに披露する
こととなった。
→18年ぶり
・p.55 左側上から１行目：震災の起こった2011
年は，文化庁主催の民俗芸能記録保存事業に大
名行列が対象となり
→正確な表現ではない。
　民俗芸能記録保存事業は，第１期が石巻（２～
３年），第２期が気仙沼であった。2011年が，記
録媒体事業が完成する年だった（完成には２～３
年かかる）。このために集まるのは無理なので，
2000年度の際に作ったビデオを差し出した。気仙
表１　尾崎大名行列　掛け声
（2016年９月26日，尾形修一氏より庄司が聞き取りを行い作成）
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沼地区内を対象とした県教育委員会が窓口（文部
科学省）。
・p.55 左側下から18行目：仕事や宗教の多様化
により
→仕事や市街地の道路事情，交通事情により
４-２．尾崎郷和会追調査
　尾崎郷和会について，2016年３月23日に追調査
を実施した結果，以下の情報を得た。さらなる修
正が必要になる可能性があるが，それが最小であ
ることを祈る。
　2016年３月に神戸大学震災復興事業サポート経
費により，尾崎郷和会に対して追調査を行う機会
があった。調査者は土取俊輝，調査に当たっては
東北学院同窓会気仙沼支部の佐藤仁一氏の協力を
受けた。被調査者との折衝・日程調整などは庄司
幸男が担当し，更に追調査を実施した。４年ぶり
に面瀬中学校の仮設住宅を再び訪れると，尾形修
也氏が応対してくださった。
　尾崎郷和会は，2012年をもって既に解散してい
る。尾崎地区の合同告別式が行われた2012年10月
27日に臨時総会を開き，その場で解散が承認され
た。解散する理由として最も大きなものは，尾崎
地区が2011年10月（あるいは11月と認識されてい
るが，実際の条例は６月29日に公布・施行。指定
区域については７月９日に告示である5））に災害
危険区域に指定されたことで，住むことができな
くなったことである。これによって，尾崎地区の
地名は今後も残るが，人がいなくなってしまうこ
とになる。このことを尾形氏は「尾崎が住所でな
く，地番になってしまう」と語った。尾崎地区が
災害危険区域に指定されたことで，尾崎郷和会は
解散を視野にいれなければならなくなった。この
ことについて尾崎大名行列保存会の意向を伺いに
いくと，保存会でも解散やむなしとなったため，
郷和会の解散が現実味を帯びるようになったとい
う。その尾崎大名行列保存会も，2012年５月頃に
尾崎郷和会に先立って解散している。
　尾崎地区に人が住めなくなった以上，尾崎地区
から離れて尾崎大名行列を行うことは，規模の問
題もあるが，その生い立ちの意味合いからかけ離
れたものになってしまうのだという。このことに
ついて尾形氏は「あちこち点在している人を集め
て，事を起こそうとしたとき，果たしてどれだけ
のものができるのか。尾崎地区から離れて尾崎大
名行列を行っても，地域のまつりごとではなく，
同好会になってしまう」と語った。尾形氏はまた，
「尾崎大名行列が無くなったというのも，ひとつ
の歴史になるのではないか。ただ，尾崎大名行列
があったということは残していかなければならな
い」とも語ってくれた。郷和会が解散してしまっ
たため，今後もし尾崎大名行列を再び行おうとす
ると，道具装束がないために２年はかかってしま
うという。
　尾形氏には，郷和会の解散について葛藤があっ
たという。「郷和会は残したい。けれども，それ
が愛好会となってしまっては意味がない」という
のが尾形氏の考えであった。「愛好会となったと
しても，やるという人がいるなら，やっても良い
と思うが，自分はやらない」と尾形氏は語ってい
た。郷和会の解散を協議した臨時総会では，郷和
会の解散に対して異論は全くでなかったという。
　尾崎郷和会は解散したが，そのネットワークは
現在も生きている。尾形氏は行政委員を務めてい
ることもあって，その窓口になっている。なお，
今年（2016年）改選を迎えるという。
５．八幡太鼓
　八幡太鼓からは，平成26年（2014年）１月，28
年（2016年）４月と，二度にわたって意見書を頂
戴した。貴重なご意見であり，組織の詳細がわか
る面も多いので平成26年（2014年）に送付された
ものを紹介したい。それぞれ，本調査記録（Ⅰ）
［相澤・齋藤・土取・梅屋 2013］の文章に対応
して書かれたものだが，「調査記録」本文は再録
しない。
・1978年，高橋吉郎氏他6名が発起人にて和太鼓
の郷土芸能団体設立世話委員会が発足。1980年，
八幡太鼓保存会が発足。会長　高橋吉郎，副会
長　斉藤茂　村上健，事務局　高倉照二，会計
鈴木徹，総監督　高倉暁，副監督　村上秀則　
高倉長一。
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・会設立から現在まで子供達だけでなく，幼稚園
児から高齢者と幅広い年齢層会員による幅広い
活動は，地域親睦と家庭円満そして地域の活性
化を目的とした，ごく普通のコミュニティ団体
であると考えている。また，多くの高齢先輩者
からのアドバイスにて，特に子供達には明朗活
発と礼儀，そして思いやりを「しつけ」として
主眼しているが，これも伝統文化である。
・1988年，ジュニア選抜チームが保存会内に編成
され，全国太鼓フェスティバルに出演，NHK 
BS放送から全国に紹介される。1990年，小山
亀吉氏，菅原雅氏，臼井賢志氏を代表とした後
援会の尽力にて，印度コーチン市，翌年英国ロ
ンドン公演を成功させ，気仙沼の青少年国際交
流の草分けと言われた。以後，中国，ベトナム
など，通算7回の海外公演を成功させた。
・伝統文化の継承，健全育成，学校教育の助成，
社会福祉活動などを目的としている。現練習場
は，1989年西八幡町町内会有志による労働奉仕
にて建設され，主なる太鼓と他器材等は保存会
そして市内の後援有志の寄付と尽力により，順
次整えることができた。
・子供達には，毎年開催のみなと祭りでの演奏曲
目（伝統曲）を全曲共に太鼓と篠笛を練習させ
ている。ステージ形式には全員の篠笛演奏と，
女子による伝来の手踊りが花を添える。ここに
伝統文化の継承があり，子供達と若い指導者の
創意工夫には子供達の伝統文化への魅力と郷土
芸能を受け継ぐという，作業と発展と進歩が
しっかりとみえる。
・郷土が誇る伝統芸能を全国に紹介と，また学生
そしてボランティア諸君にも習得を頂きたいと
考えている。
・上海万博出演の招聘は保存会設立30周年の節目
であった。鹿折八幡神社には念願であった１尺
８寸の大太鼓一式を御礼奉納し，市民会館満場
にて記念壮行公演を開催することができた。
・支援は，一箇所からだけではない。「御礼は全
世界に伝えたい」。
・子供達が石原東京都知事に面談。気仙沼市長と
気仙沼市民からの要望書を直接受け取って頂き，
今後の復興支援のお願いを聞いていただいた。
・東日本大震災には，いち早く駆けつけた東京消
防庁。これには感謝の値する大きな言葉がみつ
からない。同庁からは３度の招聘があったが，
どのステージも立派な演奏であった。子供達の
感謝のその思いが舞台に表れたのであろう。同
庁とは今も交流はつづく。
・村井知事には，その都度「親書」を準備してい
ただき，上海，北京では県大連事務所がわざわ
ざ御来し，最大のサポートをしてくれた。一同，
心から感謝している。
・郷土芸能は無限にて神秘，偉大である。郷土芸
能には先人たちの歴史文化が記されている。こ
れを次世代に継承しなければならない。そして
新しい文化にも伝統文化が生き続けている。そ
れが「祭り」である。「祭りは若者たちを育て，
若者たちは郷土を元気にする」。
・郷土芸能，伝統文化，祭りを大切に伝える，こ
れが教育と人づくり，地域の活性化となる。我
が元気な子供達と若者達は，この郷土から「日
本の祭り」を全世界に発信している。
・「子供達が伝統文化に興味を持つには，どうし
たらよいか」が課題であった。ここに大きな工
夫と演出が生まれ，実行された活動に子供達が
飛びつき，その活動全般には伝来の伝統文化が
生きて継承されている。世界の伝統文化は進歩
を続け，そして継承されているのをみてきた。
我々の思想は，祖先伝来の郷土芸能を崩すこと
は出来ない。また，これを上回る郷土芸能の考
案はかなり難しいと思う6）。
　これらは，十分な聞き書きができなかった当該
団体からの直接の声として，組織の理念や現状を
伝える貴重な資料となっていると思われる。また，
2016年４月１日づけで「保存会・三役年寄り相談
役の意見」が送付された。本調査記録（Ⅰ）によっ
て，会の内部に「驚きと抑えることのできない大
きな波乱と問題が生じてしまった」「崩壊」など
の文字が認められ，執筆者一同責任を感じる。た
だ，もとより，調査の目的は伺ったことを記録す
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ることにすぎず，宣伝のみの記載も意図していな
いし，特定の団体の評判を毀損する意図はない。
４月１日づけの文書では，（Ⅰ）の記載事項にも
再度改めて「意見」を逐一寄せられたが，本稿掲
載の２年前の意見と合致しない部分もある。根本
的な問題として，調査には東北学院同窓会気仙沼
支部長である，齋民商店社長の齋藤欣也氏ととも
に５名で訪れているのであるが，その事実関係に
ついても齟齬をきたしているためこれ以上の採録
は今回は控える。今後必要があれば，2016年４月
１日付の意見書も含め本調査記録内で報告するこ
とにする。
（Ⅲ）おわり。以下（Ⅳ）として本誌掲載を予定。
注
１）高崎正勝氏より梅屋宛の郵送による私信。一部
文末表現を変更した部分がある。
２）2014年12月に梅屋・庄司は再調査に磯草を訪れ
た。その際の聞き取りによる修正資料を含む。
３）大谷大漁唄い込み保存会副会長兼庶務係及川一
郎氏2016年３月23日付郵送による私信。
４）尾形修也氏より梅屋宛2016年２月18日消印の修
正依頼状。郵送にて。
５）http://www.city.kesennuma.lg.jp/www/
contents/1340789671730/index.html［2016年９月
19日閲覧］
６）ほぼ原文のままだが，一部字句の改変を行って
ある。
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